
 

 

指導者  水川 航生 

 

    令和３年７月５日（月） 第５校時（13：45～14：35） 

    中学校第３学年２組 計40名（男子21名，女子19名） 

     中学校第３学年２組教室 

     NEW HORIZON English Course 3（東京書籍） 学び方コーナー２ 文章の組み立て方 

 ⌐≈™≡ 

 １年数ヶ月に及ぶコロナ禍は，現代社会に依然として広域感染症という公衆衛生上のリスクファクターが存在

することを浮き彫りにした。国際社会の経済活動や人的流動に多大な影響を及ぼし，世界各国の政治や経済，文化

活動に停滞と混乱をもたらしているのが実情である。とりわけ，物理的距離の確保（Physical distancing）や日常

生活におけるマスクの常時着用により，対面でのコミュニケーションに大きな制約がかかるようになった。それに

伴い，一対一のコミュニケーションを主要な学習活動とする外国語科のような教科では，実際の指導に困難が生じ

ている。その一方，他者とのつながりを求めるのは人間のもつ本質的な欲求であり，自由にコミュニケーションを

とることが難しい今だからこそ，その重要性が改めてクローズアップされているように思われる。そのような 

点を踏まえ，外国語科においては，現在の社会情勢に配慮しつつ実現可能な言語活動のあり方を模索しながら，を

��

難しい だから



  

１ パラグラフで伝えたい内容について，概要が１文で伝わるよう，適切な主題文（Topic sentence）を提示す 

ることができるようにさせる。 

２ パラグラフ・ライティングの原則に沿って導入・本文・まとめの順にパラグラフを構成し，適切なつなぎ言 

葉（Discourse Marker）を用いてパラグラフ間のつながりを意識した文章構成ができるようにさせる。 

 

 （４時間） 

１ Introduction, Rearrangement of given article     ・・・・・・・・・・・・・・・  １時間 

２ Formation of Article with Discourse Marker     ・・・・・・・・・・・・・・     １時間（本時） 

３ Writing an Opinion under Paragraph Writing Process ・・・・・・・・・・・     １時間 

４ Sharing, Presentation, Consolidation    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・   １時間 

 

 ─    

パラグラフ・ライティングの基本的な原則に沿って，考えや意見が正しく伝わるように，つなぎ言葉を補いなが

ら筋道の通った論理的な文章を構成することができる。 

 

 ┘╩ ⅛⌐∆╢√╘─ ≡   

外国語科が「学びに向かう力・人間性等」において育成したい資質の１つが，「外国語を通じて積極的に人や社

会と関わり，自己を表現するとともに他者を理解するなど互いの存在について理解を深め，尊重しようとする態

度」である。これはコミュニケーションのもつ普遍的な資質であり，外国語科の指導全般を通じて常に意識的に取

り組んでいく内容である。本授業では，個人で思考・判断させた上で，ペアやグループ内でお互いの考えを交流さ

せる。個人思考を他者と共有し，意見交換をしながらすり合わせていく中で，新しい気づきや相互理解が生まれ，

思考の洗練が期待できる。積極的に他者と意見や感情を交わす場面を設定することは，コミュニケーション能力の

育成に寄与するとともに，他者と関わることに喜びを見出すことで，学びの豊かさにもつながると捉えている。 
 

10 ─  

    ≤   ─ Ợ  

１ Greetings（４分） 

 ・Buzz reading ・Greetings ・Daily Questions 

 

２ Ice-Breaker（12分） 

・Theme-based short speech / Questions and Answers 

・Task-based Short Conversation 

 

活 
 



11 ─  

単元の第１次である前時にパラグラフ・ライティングの文章技法を導入し，簡単な演習を行なった。特に強調

したことは，１つの段落で述べる話題は１つであることと，段落の最初に主題を述べるトピック・センテンスを

置くことである。また，段落と段落をつなぐつなぎ言葉（Discourse marker）について，働きによる分類と使用

頻度の高い表現を導入した。中には既習表現もあるが，機能によってグループ分けすることで，つなぎ言葉の使

い方を整理することができた。列挙・追加（first, second, third…）と原因・理由（…because）を使う生徒は多

いが，それ以外のつなぎ言葉を積極的に扱える生徒はそう多くない。特に，例の提示や対比・対照，逆接のつな

ぎ言葉は文章の論理性を下支えするものであるため，この機会に慣れさせていくことをねらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，本時の事後指導でグループごとに題材文の整 

序とその構成の意図を学級全体で発表させ，意見交流 

を行なった。その発表内容をまとめたものが，右の表 

である。段落間のつなぎ言葉については省略した。 

元の題材文と全く構成になる案は出なかったものの， 

トピックセンテンスを先頭に置き，適切なつなぎ言葉 

を用いながら全体の構成を考え，意図をもった結論を 

導くことが言語活動の主目標であるため，そのこと自 

体は問題ではない。それよりも，縛りが緩やかで，複 

数の構成が想定できる自由度の高い題材をあえて用意 

したことで，一つの正答を探し求めていくというより 

も，幅広く考えたり，多様なアイデアを出し合ったり 

する様子が多く見られた。思考の過程により焦点を当 

てることができたことは成果と捉えている。 

 

 

 



一方で，段落のつながりや展開をより深く吟味させようと欲張り，原文にない不要な部分を取り除くタスクを

同時に設定したため，マルチタスクに対応しきれていない場面が見られた。作業が増えた結果，筋道の通った文

章構成を作り上げるという本来の目標に特化しきれなかったことは反省点である。導入と結論を指定し，本文

（メイン）についてのみ，つなぎ言葉を使いながら整序する設定にした方が効果的であったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元を通して生徒の行動観察していく中で，導入と結論を先に固め，その間をつなぐ本文を付け加えていく

ことで論理的で整った文章構成にしようとする生徒が増えてきたことを実感している。中学生に限らず，日本人

の傾向として導入・本文・結論の順に時系列で文章を綴っていくことが多い。結論が見えていないと，勢い無駄

な文章が増え，論旨も揺らぎがちになる。一方，結論優先のパラグラフ・ライティングの手法で文章を組み立て

ていくと，冗長さや曖昧さを回避し，無駄のない引き締まった文章を構成しやす


